
伊丹市中学校部活動の地域移行に係る基本方針 

 

１．方向性 

原則令和８年度中に、平日・休日同時に学校部活動を地域クラブ活動に移行する 

 

２．目的 

（1） 中学生が将来にわたりスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる環境の整備 

（2） 中学校教員の業務負担の軽減 

 

３．３つの理念 

（１） 学区に関わらず、生徒が自分のやりたいことを選んで活動できるようにする 

（２） 専門性のある指導者の指導や気軽な活動など、ニーズに合わせた形を創る 

（３） 誰もが無理せずに維持できる持続可能なスポーツ・文化芸術環境を整備する 

 

４．スケジュール 

令和６年度 

（１） 将来のスポーツ・文化芸術に関わる環境整備について学校関係団体及び地域団体が連

携して種目ごとにあり方を検討する 

（２） 小学生及び中学生の保護者に対してきめ細かな説明会を開催することで保護者理解の

醸成を図る 

（３） 地域移行に必要となる指導者や、受け皿となる地域団体等の掘り起こしなど、環境整備

を行う 

令和７年度 

（１） 種目ごとに検討したあり方にもとづき、部員や指導者の確保の見通しが立たず、維持が困

難となる部活動について発展的な統合を進める 

（２） 指導者や、受け皿となる地域団体等の掘り起こしなど、環境整備を継続して行う 

令和８年度 

（１） 当時の中学３年生（現小学校６年生）の引退時期を目途として、学校部活動より地域クラ

ブ活動へ活動に必要な事務等の引き継ぎを行うことで、令和８年度中に全ての学校部活動

の地域移行を完了させることを目標とする 

但し、国の学校部活動に係る方針等に変更があった場合、スケジュールを変更すること

もある 


